
漢検で答えを書くときに
気をつけること

少しの注意で得点アップ！？

公益財団法人日本漢字能力検定協会

【不正解になる書き方の例】

１.画数が違う

「 」の3画目がなかったり、
5画目と6画目がつながってい
たりすると不正解。

本来三画で書くべき「 」を、
一画で続けて書いてしまって
いるので不正解。

検定を受ける前に要チェック！
8つのポイントに注意して得点アップを

めざしましょう！

２.突き出しの有無

【不正解になる書き方の例】

本来突き出るべき部分が突き出て
いないので不正解。

本来突き出てはいけない部分が
突き出ているので不正解。

次のページに続く👉

３.字の組み立てが違う

【不正解になる書き方の例】

「 」の下に｢ ｣だけを書い
ていて、組み立てが違うので
不正解。

４.別の字と間違えている

【不正解になる書き方の例】

になっているので
不正解。

になっているので
不正解。

「 」の右側に「 」と書い
ていて、組み立てが違うので
不正解。
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【不正解になる書き方の例】

５.文字がつぶれている、続け字

「犠」の「 」の点画が潰れて
いて、正しく読み取れないので
不正解。

「 」部分が続け字になって
いるので不正解。

７.字が小さい、薄い

【不正解になる書き方の例】

字があまりにも小さく細部が
読み取れないので不正解。

文字が薄すぎて細部が
読み取れないため不正解。

６.不要な部分がある、残っている

【不正解になる書き方の例】

８.設問の指示を守っていない

消し跡が残っていて別の画の
ように見えるので不正解。

消し跡が残っていて「 」の
ように見えるので不正解。

【4級 対義語・類義語】

【8級 送りがな】

漢字とひらがな
で解答する問題
でそれ以外の
文字を使って
答えているので
不正解。

1字で解答
する問題で、
2字書いて
いるので
不正解。

〇
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１．画数を正しく書く。

２．突き出るところ、突き出ないところを正しく書く。

３．字の組み立てを正しく書く。

４．よく似た別字（または字の一部分）と区別がつくように書く。

得点アップの8つのポイント

【不正解になる書き方の例】

５．一画ずつ丁寧に書く。

６．必要な部分だけを書く。

７．採点可能な大きさ・濃度で書く。

８．設問文をよく読んで指示を守って書く。

〇×


